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右胃動脈をそれぞれの周囲結合組織を含めて結熱切断した｡ 上記手術を 113頭に実施し死亡率は49.5% に
達した｡
(2) 肝機能検査は昇未反応, M eulengracht 黄痘指数, K unkel 氏硫酸亜鉛試験, B .S.P .試験, 高田氏
反応の 5種について行なったが, 44例中僅か 6 例 (13.6% ) にごく軽度の肝機能障害を認めたに過ぎなか
った｡ しかも障害は術後 1 ないし2週間の短期間で一時的なものであった｡ また肝機能検査と同時に血液
検査 (赤血球数, 血色素濃度, 血清総蛋白量) も実施した｡ これは手術侵襲により術後いずれも減少した
が, 2 ないし3 か月でほぼ術前値に回復した｡
(3) 動脈性副血行路に関しては, 肝動脈庶断後最短69 日最長 551日にわたる長期生存犬 20例の合成樹脂
塑型標本について観察し次のごとき所見を得た｡
それぞれの犬によって多少の個体差は免れないが, 通常少なくとも2 ないし3 か月以後において術前と
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ほぼ同程度に肝内に動脈血を供給し得る状態に達した｡ しかも副血行路は理路整然とした経路を通 り肝内
に侵入し, 肝内動脈系と連絡してお り定型的な分類をなすことができた｡ すなわち肝門部を経て肝内に侵
入する副血行路群 (Ⅰ型) と肝横隔膜附着部より入る副血行路群 (Ⅱ型) およびその他の経路より肝臓と連
絡する副血行路群 (Ⅲ型) の 3 種類に大別し得た｡ Ⅰ型はその由来する動脈路によりさらに a.ち.C.d.e の
5種類に細分し, Ⅱ型は侵入する動脈の経路によりさらにα,α′,β,β′,α〝,の 5種類に分つことができ, Ⅲ


















徐々に発達し, 肝臓にほぼもと通 りの血液を供給し得るようになるが, この副血行路はきわめて規則正し
い経路を通って肝臓内に侵入する｡ 著者はこの経路を三つの型に大別しているが, 肝門部を通る第 Ⅰ型と
肝横隔膜附着部より入る第Ⅱ型とがもっとも有力なものであると述べている｡
このように本研究は学術的に有益であり, 医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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